



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































天皇・東宮 元服式年月日 年齢 加冠 理髪 備考
朝仁（東山）
貞享4年（1687）
@　1月23日
13 関白一条冬経
@（兼輝）
春宮権大夫権大納言
@　醍醐冬基
中御門
宝永8年（1711）
@　1月1日
11 摂政太政大臣近衛
@　　家熈
左大臣九条輔実
昭仁（桜町）
享保18年（1733）
@　2月1日
14 前関白太政大臣近
@　衛家久
春宮大夫権大納言徳
@　大寺実憲
母は近衛家熈
ﾌ女尚子（新
?a門院）
遽仁（桃園）
延享4年（1747）
@　3月15日
7 関白太政大臣一条
@　　兼香
坊城俊逸
儲君元服、同
冾ﾉ立太子
｢仰
英仁（後桃園）
明和5年（1768）
@　8月9日
11 摂政太政大臣近衛
@　　内前
春宮大夫権大納言西
@　園寺賞季
光格
天明元年（1781）
@　1月1日
9 摂政太政大臣九条
@　　尚実
左大臣鷹司輔平
恵仁（仁孝）
文化8年（1811）
@　3月16日
12 傅右大臣一条忠良
春宮権大夫権中納言
@　花山院家厚
統仁（孝明）
天保15年（1844）
@　3月27日
14 傅内大臣近衛忠熈 春宮権大夫久我健通
※『通兄公記 八』（続群書類従完成会、2002）、『皇室制度史料　儀制　成年式一』及び『二』
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（吉川弘文館、2003、2007）を基に作成
一61一
　
近
衛
基
熈
の
補
任
に
関
わ
る
記
事
は
宝
永
六
年
（
一
七
〇
九
）
の
三
月
二
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）
十
五
日
に
確
認
で
き
る
。
子
息
で
あ
る
関
白
近
衛
家
煕
か
ら
来
春
の
天
皇
御
元
服
の
際
に
も
相
国
（
太
政
大
臣
）
の
仰
せ
が
出
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
つ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
東
山
院
か
ら
そ
の
意
向
が
示
さ
れ
る
。
【
史
料
一
】
「
基
煕
公
記
　
六
十
四
」
宝
永
六
年
九
月
八
日
条
　
新
院
（
筆
者
注
・
東
山
院
、
以
後
筆
者
注
は
省
略
す
る
）
仰
云
、
明
春
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
天
皇
元
服
加
冠
之
事
可
勤
仕
、
且
相
国
之
事
可
拝
任
、
若
依
病
気
望
不
　
能
其
儀
、
暫
時
令
拝
任
可
譲
摂
政
（
近
衛
家
熈
）
旨
可
相
存
之
、
弥
於
令
　
領
状
者
、
近
日
可
被
仰
関
東
御
内
意
之
旨
也
、
被
申
御
請
奉
畏
承
了
、
第
　
一
御
元
服
之
事
近
来
不
及
御
沙
汰
、
今
度
御
再
興
事
所
令
歓
喜
也
、
傍
即
　
闘
之
事
可
拝
任
之
旨
頗
蝕
慶
不
過
之
、
尤
錐
可
固
辞
、
当
時
無
其
仁
上
者
　
不
論
是
非
畏
了
、
此
旨
宜
被
奏
之
者
彼
亜
相
（
院
伝
奏
梅
小
路
共
方
）
示
云
、
心
中
令
安
堵
了
、
兼
而
院
御
気
色
若
錐
無
領
状
、
強
可
進
申
旨
固
所
蒙
仰
也
、
然
即
今
被
申
領
掌
、
於
一
身
歓
喜
不
過
之
旨
返
之
、
被
歓
喜
了
、
抑
相
国
事
東
求
院
（
近
衛
前
久
）
殿
以
来
、
五
家
井
清
華
等
拝
任
伍
断
絶
、
今
度
於
御
元
服
事
、
愚
老
可
任
之
条
頗
以
有
面
目
、
於
当
世
栄
耀
無
比
肩
人
、
今
日
亦
如
此
是
有
神
助
也
、
譲
摂
政
者
、
既
父
子
極
栄
花
可
慎
ン
㌧
、
　
又
相
国
事
東
求
院
殿
以
来
子
細
無
知
人
、
此
事
　
後
水
尾
院
後
西
院
仰
惜
　
承
之
、
既
錐
記
委
細
、
日
記
少
々
焼
失
依
無
事
序
不
慮
打
過
、
今
日
思
出
趣
聯
注
之
莫
謂
ン
ン
、
凡
相
国
事
当
時
殊
有
名
無
実
故
、
東
武
為
贈
官
、
五
家
清
華
等
不
被
任
之
、
且
為
耀
武
威
内
々
被
思
召
定
、
若
又
有
時
節
有
御
元
服
御
沙
汰
等
者
、
武
家
拝
任
相
国
可
有
加
冠
儀
与
之
旨
、
兼
々
被
仰
　
武
辺
云
々
、
但
此
事
不
及
広
云
々
、
今
日
於
関
東
既
無
知
右
件
子
細
人
也
、
　
朝
廷
尤
定
而
錐
可
有
注
置
人
等
閉
口
也
、
　
こ
の
中
で
東
山
院
は
中
御
門
天
皇
の
元
服
式
で
の
加
冠
役
を
基
熈
に
太
政
大
臣
と
し
て
勤
仕
さ
せ
た
い
と
の
意
向
を
示
し
、
さ
ら
に
そ
れ
が
難
し
い
の
で
あ
れ
ば
、
し
ば
ら
く
は
基
熈
に
「
拝
任
」
さ
せ
、
そ
の
後
子
息
で
あ
る
家
熈
に
太
政
大
臣
を
譲
り
加
冠
役
を
勤
め
さ
せ
た
い
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
東
山
院
は
元
服
で
の
加
冠
役
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
基
熈
を
補
任
さ
せ
、
さ
ら
に
子
息
の
家
熈
も
補
任
さ
せ
る
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
V
こ
れ
に
対
し
て
基
熈
は
、
太
政
大
臣
へ
の
補
任
は
近
衛
前
久
以
来
で
あ
り
、
ま
た
子
息
も
続
け
て
補
任
さ
れ
る
こ
と
を
「
既
父
子
極
栄
花
可
慎
ン
ン
」
と
述
べ
る
な
ど
、
当
時
の
近
衛
家
の
朝
廷
内
で
の
強
大
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
基
熈
は
太
政
大
臣
は
武
家
に
贈
ら
れ
る
官
位
と
な
っ
て
い
て
、
摂
家
や
清
華
家
は
そ
れ
に
任
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
述
べ
、
朝
廷
内
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
事
と
し
て
、
も
し
元
服
の
儀
が
行
わ
れ
た
場
合
は
武
家
側
で
太
政
大
臣
に
補
任
さ
れ
て
い
る
者
が
加
冠
役
を
勤
め
る
と
の
旨
を
武
家
側
へ
も
伝
え
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
武
家
と
の
取
り
決
め
が
い
つ
な
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
実
際
に
そ
の
よ
う
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
太
政
大
臣
は
武
家
が
補
任
さ
れ
る
と
い
う
認
識
が
朝
廷
内
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）
に
あ
っ
た
こ
と
は
指
摘
で
き
よ
う
。
　
こ
う
し
た
東
山
院
の
意
向
を
受
け
基
熈
は
同
じ
年
の
十
月
に
補
任
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
し
か
し
基
熈
自
身
の
体
調
問
題
か
ら
辞
任
を
申
し
出
て
い
る
。
さ
ら
に
体
調
問
題
だ
け
で
な
く
、
次
の
よ
う
な
理
由
も
含
ま
れ
て
い
た
。
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【
史
料
二
】
「
基
熈
公
記
　
六
十
四
」
宝
永
六
年
十
一
月
二
日
条
　
招
摂
政
、
昨
日
両
伝
奏
伝
仰
旨
令
相
談
、
凡
御
元
服
之
時
愚
老
於
当
官
者
、
　
摂
政
進
退
難
儀
厳
然
欺
徽
事
曝
轍
鰍
隔
、
然
而
　
新
院
思
召
若
無
其
了
簡
歎
、
　
又
両
伝
奏
不
存
其
子
細
、
強
而
申
之
欺
不
審
ン
》
、
所
詮
密
々
以
石
井
宰
　
相
（
院
伝
奏
石
井
行
豊
）
可
相
窺
御
気
歎
之
由
内
談
決
定
、
伍
晩
景
招
石
　
井
宰
相
之
処
、
参
院
入
夜
㈱
只
今
退
出
之
間
明
日
可
参
旨
有
使
明
日
必
可
　
被
来
由
令
返
答
了
　
こ
こ
で
基
熈
は
自
分
が
元
服
式
の
際
に
前
官
で
は
な
く
、
当
官
の
太
政
大
臣
で
あ
れ
ば
、
摂
政
で
あ
る
家
熈
の
立
場
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
辞
官
理
由
に
対
し
て
の
東
山
院
の
意
向
を
気
に
留
め
て
お
り
、
院
伝
奏
で
あ
る
石
井
に
確
認
す
る
よ
う
指
示
を
し
て
い
る
。
石
井
は
翌
三
日
近
衛
家
を
訪
れ
、
基
熈
・
家
熈
か
ら
院
の
意
向
を
確
認
す
る
よ
う
指
示
を
受
け
、
改
め
て
近
衛
家
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
以
下
の
史
料
で
あ
る
。
【
史
料
三
】
「
基
熈
公
記
　
六
十
四
」
宝
永
六
年
十
一
月
三
日
条
　
又
来
云
今
朝
之
儀
品
申
入
委
細
被
聞
召
了
、
此
事
両
伝
奏
只
一
片
可
勤
仕
　
之
事
相
存
之
而
巳
、
於
御
気
色
者
、
兼
而
於
不
譲
摂
政
者
、
不
相
叶
子
細
　
能
々
被
思
召
処
也
、
品
申
尤
思
召
也
、
猶
召
両
伝
奏
委
可
被
仰
聞
旨
也
、
　
安
途
ン
ン
畏
存
旨
能
々
可
申
入
由
相
示
了
、
凡
両
伝
奏
不
存
故
実
故
也
、
　
こ
こ
か
ら
は
院
と
武
家
伝
奏
両
方
の
考
え
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
武
家
伝
奏
は
基
熈
に
太
政
大
臣
と
し
て
加
冠
役
の
み
を
勤
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え
で
あ
っ
た
が
、
東
山
院
は
元
々
基
熈
が
加
冠
役
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
と
考
え
て
お
り
、
加
冠
役
を
勤
め
る
の
は
息
子
の
家
熈
の
役
目
で
あ
る
と
の
意
向
で
あ
っ
た
。
先
に
み
た
【
史
料
＝
と
同
様
に
、
東
山
院
と
し
て
は
あ
く
ま
で
加
冠
を
行
う
の
は
基
熈
辞
官
後
に
太
政
大
臣
と
な
る
摂
政
家
熈
の
役
目
で
あ
っ
て
、
基
熈
へ
そ
の
役
を
行
わ
せ
る
こ
と
は
念
頭
に
お
い
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
実
際
に
子
息
で
あ
る
家
熈
は
、
宝
永
七
年
に
太
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）
大
臣
へ
補
任
さ
れ
、
宝
永
八
年
に
加
冠
役
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
基
熈
の
補
任
は
、
二
つ
の
意
味
合
い
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
一
つ
は
、
加
冠
に
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
基
熈
個
人
へ
の
恩
典
と
い
う
意
味
合
い
、
も
う
一
つ
は
、
実
際
に
加
冠
役
を
勤
め
た
家
熈
と
の
関
係
で
あ
る
。
東
山
院
と
し
て
は
家
熈
を
太
政
大
臣
に
補
任
し
、
加
冠
役
を
勤
め
さ
せ
る
場
合
、
そ
の
父
親
で
あ
る
基
熈
が
大
臣
へ
補
任
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
ま
ず
父
親
で
あ
る
基
熈
を
補
任
さ
せ
、
そ
し
て
家
熈
を
補
任
す
る
と
い
う
形
を
と
り
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
者
の
点
は
東
山
院
の
意
向
な
の
か
、
子
息
で
あ
る
家
熈
の
意
向
な
の
か
は
判
然
と
し
な
い
が
、
そ
う
し
た
点
も
考
慮
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
さ
て
こ
う
し
た
近
衛
父
子
の
補
任
に
対
し
、
当
時
一
条
家
の
当
主
で
あ
っ
た
兼
香
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
【
史
料
四
】
「
兼
香
公
記
　
四
」
宝
永
六
年
十
月
二
十
五
日
条
　
今
日
以
前
関
白
基
熈
公
被
任
相
国
告
硝
息
鹸
珠
重
之
由
相
国
遣
使
、
又
摂
政
　
左
大
将
（
近
衛
家
久
）
等
遣
抑
今
度
以
前
関
白
基
熈
公
被
太
政
大
臣
宣
下
　
此
号
久
絶
、
於
諸
家
者
、
正
親
町
御
宇
近
衛
前
久
公
以
来
無
此
号
、
今
日
　
宣
下
所
来
春
有
為
御
元
服
被
宣
下
之
欺
、
尤
有
　
天
皇
御
元
服
之
時
置
此
一63一
　
号
事
流
例
也
、
此
執
柄
任
之
所
也
、
又
錐
華
族
任
之
是
為
加
冠
之
也
、
案
　
之
太
政
大
臣
者
天
智
朝
始
置
也
、
又
文
徳
御
世
忠
任
公
任
之
後
、
連
綿
其
　
例
多
是
贈
官
也
、
勘
旧
記
、
天
皇
元
服
之
時
、
摂
政
父
任
太
政
大
臣
事
、
　
後
一
条
院
寛
仁
頃
御
堂
関
白
道
長
公
為
太
政
大
臣
、
其
子
頼
通
公
摂
政
内
　
大
臣
也
、
父
子
任
之
例
始
之
歎
、
又
太
政
大
臣
者
師
範
一
人
儀
形
四
海
之
　
官
也
、
傍
無
其
人
者
有
不
任
之
故
即
闘
之
官
也
、
又
今
度
相
国
拝
任
之
儀
　
不
審
以
之
思
之
、
当
時
摂
政
甚
奢
、
先
以
久
絶
被
再
興
大
慶
、
是
儀
不
論
　
之
勘
旧
記
可
致
之
者
歎
　
兼
香
は
太
政
大
臣
が
置
か
れ
る
際
の
先
例
や
父
子
の
補
任
例
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ど
非
常
に
先
例
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
今
回
の
近
衛
父
子
の
補
任
に
つ
い
て
「
不
審
」
を
抱
い
て
お
り
、
当
時
の
摂
政
家
熈
に
「
甚
奢
」
り
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
な
ど
、
近
衛
家
へ
の
批
判
を
お
　
　
　
　
（
1
4
）
こ
な
っ
て
い
る
。
二
　
東
宮
・
儲
君
元
服
加
冠
役
に
伴
う
補
任
　
本
章
で
は
東
宮
及
び
儲
君
の
元
服
の
加
冠
役
に
伴
う
補
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
東
宮
及
び
儲
君
元
服
時
に
加
冠
役
を
勤
め
た
の
は
近
衛
家
久
、
一
条
兼
香
、
近
衛
内
前
の
三
名
で
あ
る
。
1
　
享
保
十
八
年
（
一
七
三
三
）
近
衛
家
久
の
事
例
　
本
節
で
は
近
衛
家
久
の
太
政
大
臣
補
任
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
中
御
門
天
皇
か
ら
当
時
右
大
臣
で
あ
っ
た
一
条
兼
香
へ
家
久
の
加
冠
役
に
つ
い
て
勅
問
が
な
さ
れ
る
。
【
史
料
五
】
「
兼
香
公
記
　
＝
エ
ハ
」
享
保
十
七
年
十
一
月
二
十
二
日
条
　
申
下
刻
為
　
勅
使
右
大
将
（
花
山
院
常
雅
）
入
来
見
之
　
被
申
　
勅
定
云
、
来
年
東
宮
御
元
服
為
加
冠
之
事
、
先
例
傅
為
勤
仕
、
然
　
と
も
関
白
有
御
由
緒
之
間
、
可
為
加
冠
、
而
前
官
二
而
如
何
、
此
度
東
宮
　
御
生
長
不
及
摂
政
義
之
間
、
直
二
御
元
服
前
可
被
授
官
之
由
思
食
之
、
此
　
義
関
白
被
尋
下
之
事
如
何
、
伽
下
官
被
尋
下
之
由
也
　
勅
答
云
、
令
畏
奉
入
御
念
加
冠
之
義
、
有
御
由
緒
可
為
関
白
之
由
、
是
既
　
貞
享
度
兼
輝
為
当
職
為
加
冠
有
近
例
令
畏
奉
、
又
可
被
授
官
之
事
是
以
令
　
得
其
意
可
被
任
叡
慮
之
由
言
上
之
　
　
右
大
将
迄
申
云
、
於
天
皇
御
元
服
者
、
被
引
異
朝
例
相
国
為
加
冠
、
於
　
東
宮
元
服
者
、
不
及
相
国
既
承
之
、
相
国
為
加
冠
貞
和
良
基
公
為
関
白
為
　
加
冠
、
此
度
更
任
相
国
未
能
管
見
、
彼
時
両
ヶ
例
共
二
為
伝
相
交
及
御
沙
　
汰
乎
、
余
不
先
例
事
と
も
不
存
知
、
兎
角
可
被
任
叡
慮
之
由
乍
序
雑
談
了
　
中
御
門
天
皇
は
来
年
の
東
宮
元
服
の
際
の
加
冠
役
に
つ
い
て
、
先
例
で
は
東
宮
傅
が
勤
め
る
も
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
関
白
で
あ
る
家
久
に
「
御
由
緒
」
も
あ
る
の
で
、
関
白
に
加
冠
役
を
勤
め
て
も
ら
い
た
い
。
し
か
し
家
久
は
す
で
に
享
保
十
一
年
に
左
大
臣
を
辞
官
し
、
前
官
で
あ
る
た
め
、
官
を
授
け
た
い
、
つ
ま
り
太
政
大
臣
に
補
任
さ
せ
た
い
と
思
う
が
、
兼
香
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
聞
か
せ
て
も
ら
い
た
い
と
、
勅
使
花
山
院
を
通
じ
て
そ
の
意
向
を
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
御
由
緒
」
と
は
昭
仁
（
後
の
桜
町
天
皇
）
の
母
親
は
近
衛
家
熈
の
女
尚
子
で
、
関
白
家
久
と
は
伯
父
－
甥
の
関
係
に
当
一64一
た
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
自
身
が
東
宮
傅
で
あ
っ
た
兼
香
は
、
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
朝
仁
（
後
の
東
山
天
皇
）
元
服
式
の
際
に
一
条
兼
輝
が
関
白
と
し
て
加
冠
を
お
こ
な
っ
て
い
る
近
例
が
存
在
す
る
た
め
　
　
　
（
1
5
）
問
題
は
な
く
、
太
政
大
臣
へ
の
補
任
も
叡
慮
に
任
せ
る
と
返
答
し
て
い
る
。
し
か
し
兼
香
は
そ
の
後
勅
使
花
山
院
に
対
し
、
天
皇
の
元
服
は
異
朝
（
中
国
）
の
例
を
引
い
て
、
太
政
大
臣
が
加
冠
を
お
こ
な
っ
て
い
る
が
、
東
宮
の
元
服
に
際
し
て
太
政
大
臣
が
加
冠
を
行
う
こ
と
は
な
い
。
ま
た
関
白
が
加
冠
役
を
担
う
事
例
は
貞
和
・
貞
享
と
二
度
あ
る
が
、
さ
ら
に
太
政
大
臣
に
任
じ
ら
れ
て
加
冠
を
お
こ
な
う
事
例
を
知
ら
な
い
と
述
べ
、
東
宮
の
加
冠
役
を
太
政
大
臣
が
担
う
こ
と
に
つ
い
て
疑
義
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
最
終
的
に
は
叡
慮
次
第
と
し
、
天
皇
の
意
向
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
花
山
院
に
伝
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
東
宮
の
元
服
式
で
は
東
宮
傅
が
加
冠
役
を
勤
め
る
先
例
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
享
保
十
八
年
の
元
服
式
で
は
中
御
門
天
皇
の
強
い
意
向
に
よ
り
、
関
白
が
太
政
大
臣
と
し
て
加
冠
役
を
勤
め
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
関
白
家
久
か
ら
兼
香
に
対
し
て
、
加
冠
役
を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
こ
で
も
や
は
り
中
御
門
天
皇
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ
り
家
久
は
加
冠
役
を
「
御
請
」
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
　
（
1
6
）
て
い
る
。
　
こ
う
し
た
家
久
の
補
任
を
め
ぐ
っ
て
は
摂
家
以
外
の
公
家
か
ら
の
意
見
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
次
に
挙
げ
る
史
料
は
清
華
家
で
あ
る
広
幡
家
の
当
主
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
V
広
幡
長
忠
の
日
記
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
広
幡
家
は
近
衛
家
の
家
礼
で
あ
っ
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
【
史
料
六
】
「
長
忠
卿
記
　
二
」
享
保
十
七
年
十
二
月
二
十
一
日
条
　
野
宮
（
野
宮
定
俊
）
被
談
云
、
博
陸
相
国
所
望
、
伍
関
東
江
御
相
談
之
上
、
　
被
任
相
国
由
、
頭
中
将
家
来
談
云
々
、
尤
左
右
大
臣
不
勅
問
可
被
任
由
　
院
崩
御
之
博
陸
威
更
強
、
外
摂
家
全
体
不
能
申
是
非
、
予
博
陸
之
弟
子
、
　
　
然
共
改
謁
行
末
可
恐
｝
》
、
　
長
忠
は
野
宮
か
ら
博
陸
（
関
白
）
が
太
政
大
臣
へ
の
補
任
を
望
ん
だ
た
め
、
関
東
へ
相
談
し
た
上
で
補
任
さ
れ
た
事
、
ま
た
こ
の
補
任
が
左
右
大
臣
の
勅
問
を
経
ず
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
聞
い
て
い
る
。
さ
ら
に
長
忠
の
意
見
と
し
て
、
院
（
霊
元
院
）
が
崩
御
し
た
後
、
関
白
の
権
限
は
非
常
に
強
く
な
り
、
他
の
摂
家
が
意
見
を
で
き
る
よ
う
な
状
況
で
な
い
こ
と
を
述
べ
、
当
時
の
家
久
の
朝
廷
内
で
の
立
場
が
非
常
に
強
大
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
勅
問
に
つ
い
て
は
【
史
料
五
】
に
あ
る
よ
う
に
勅
問
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
事
は
、
今
回
の
補
任
は
、
勅
問
と
い
う
正
式
な
手
続
き
を
経
ず
に
補
任
す
る
と
い
う
噂
が
朝
廷
内
で
広
ま
っ
て
い
た
事
で
あ
り
、
中
御
門
天
皇
が
家
久
を
太
政
大
臣
に
補
任
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
意
向
が
あ
っ
た
こ
と
の
証
左
と
い
え
よ
う
。
　
さ
て
こ
う
し
た
中
御
門
天
皇
の
強
い
意
向
に
よ
り
、
家
久
は
享
保
十
八
年
の
一
月
二
十
五
日
に
太
政
大
臣
に
補
任
さ
れ
、
同
年
の
二
月
一
日
に
元
服
式
の
儀
が
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
家
久
は
加
冠
役
を
無
事
に
勤
め
あ
げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
東
宮
の
元
服
に
お
い
て
、
太
政
大
臣
が
加
冠
役
を
勤
め
る
と
い
う
先
例
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
て
、
次
に
問
題
と
な
っ
た
の
は
家
久
の
太
政
大
臣
辞
退
の
時
期
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）
【
史
料
七
】
「
難
波
宗
建
卿
記
　
三
十
四
」
享
保
十
八
年
七
月
七
日
条
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議
奏
輩
召
御
前
仰
云
、
今
度
関
白
辞
退
相
国
被
聞
召
了
、
而
当
春
依
春
宮
　
御
元
服
被
任
之
由
、
錐
被
申
之
、
不
其
儀
而
巳
、
当
時
東
宮
外
戚
、
且
以
　
当
官
勤
仕
加
冠
、
労
以
被
任
之
、
今
度
於
辞
退
者
、
依
加
冠
之
義
而
巳
似
　
被
任
之
欺
、
今
暫
不
可
及
被
辞
之
旨
、
今
日
以
職
事
可
被
仰
下
、
　
家
久
の
辞
官
の
意
向
を
聞
い
た
中
御
門
は
、
こ
こ
で
辞
退
し
て
し
ま
え
ば
、
補
任
さ
れ
た
こ
と
は
加
冠
役
を
勤
め
る
こ
と
の
み
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
も
う
少
し
留
ま
る
よ
う
に
命
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
に
対
し
家
久
は
次
の
様
に
述
べ
て
、
太
政
大
臣
を
辞
退
す
る
こ
と
と
な
る
。
【
史
料
八
】
「
難
波
宗
建
卿
記
　
三
十
四
」
享
保
十
八
年
十
二
月
二
十
七
日
条
　
官
位
御
沙
汰
也
、
関
白
被
辞
相
国
了
、
先
以
議
奏
輩
有
仰
之
儀
、
来
春
被
　
申
請
小
朝
拝
、
於
然
者
関
白
不
被
辞
当
官
被
立
小
朝
拝
可
然
思
召
、
且
節
　
会
相
国
内
弁
前
例
勿
論
也
、
勇
以
至
来
春
辞
退
、
尤
思
召
之
旨
錐
被
仰
出
、
　
再
応
依
衣
辞
申
之
被
許
了
、
殿
下
密
々
被
申
予
、
太
政
大
臣
内
弁
事
、
菅
　
例
蒙
抜
宣
旨
昇
殿
為
規
模
者
也
、
是
多
宿
老
所
為
欺
、
且
於
執
柄
者
、
太
　
政
大
臣
行
内
弁
強
不
面
目
者
也
　
中
御
門
天
皇
は
、
来
年
の
小
朝
拝
で
家
久
に
太
政
大
臣
と
し
て
内
弁
を
勤
め
て
も
ら
い
た
い
意
向
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
家
久
は
、
太
政
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）
大
臣
は
抜
か
ら
昇
殿
で
き
る
宣
旨
を
蒙
っ
て
お
り
、
太
政
大
臣
の
内
弁
を
関
白
が
勤
め
る
こ
と
は
「
不
面
目
者
」
で
あ
る
と
し
、
太
政
大
臣
を
辞
退
し
て
い
る
。
2
　
延
享
三
年
（
一
七
四
⊥
ハ
）
一
条
兼
香
の
事
例
　
次
に
延
享
三
年
二
月
二
十
八
日
に
補
任
さ
れ
た
一
条
兼
香
の
事
例
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
1
）
【
史
料
九
】
「
兼
香
公
記
別
記
　
十
二
」
延
享
三
年
二
月
十
二
日
条
　
午
刻
父
子
（
一
条
兼
香
・
一
条
道
香
）
共
参
内
、
招
帥
中
納
言
（
議
奏
広
　
橋
兼
胤
）
伺
天
気
、
而
出
御
、
御
学
問
所
予
参
御
前
、
両
伝
奏
議
奏
参
人
　
列
座
二
而
被
申
渡
、
久
我
（
武
家
伝
奏
久
我
通
兄
）
被
申
云
、
　
　
主
上
御
幼
少
時
ヨ
リ
東
宮
傅
相
勤
、
夫
ヨ
リ
当
職
候
処
、
摂
家
中
少
々
　
　
幼
少
候
処
、
無
滞
相
勤
御
機
嫌
候
事
候
、
依
之
太
政
大
臣
被
成
下
候
旨
　
　
申
渡
、
尤
関
東
相
済
由
也
、
申
御
請
也
、
　
主
上
（
桜
町
天
皇
）
が
幼
少
の
頃
か
ら
東
宮
傅
と
し
て
勤
め
、
ま
た
摂
家
衆
が
近
年
幼
少
の
中
で
、
滞
り
な
く
関
白
と
し
て
朝
廷
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
功
績
か
ら
太
政
大
臣
へ
補
任
す
る
旨
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
る
。
兼
香
は
こ
れ
を
「
御
請
」
し
太
政
大
臣
へ
補
任
さ
れ
る
。
ま
た
あ
わ
せ
て
幕
府
の
許
可
は
す
で
に
取
っ
て
い
る
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
留
意
し
た
い
。
こ
の
補
任
に
対
し
広
幡
長
忠
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
【
史
料
十
】
「
長
忠
卿
記
　
三
十
三
」
延
享
三
年
二
月
十
五
日
条
　
伝
聞
今
月
下
旬
廿
八
日
頃
兼
香
公
相
国
宣
下
云
々
、
近
世
近
衛
基
熈
公
家
　
熈
依
天
皇
天
服
任
椹
碍
鴇
蠕
欄
擁
禰
錬
帥
鵬
醐
顯
翫
珊
嬢
、
家
久
公
依
当
今
東
宮
御
元
　
服
、
此
度
無
何
故
被
任
、
　
長
忠
は
今
回
の
補
任
に
つ
い
て
、
特
に
理
由
が
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
実
際
に
は
兼
香
は
延
享
四
年
三
月
十
五
日
に
儲
君
（
後
の
桃
園
天
皇
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）
の
加
冠
役
を
勤
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
補
任
は
、
儲
君
の
加
冠
役
を
担
わ
せ
る
こ
と
が
第
一
の
目
的
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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3
　
明
和
五
年
（
一
七
六
八
）
近
衛
内
前
の
事
例
　
最
後
に
明
和
五
年
の
近
衛
内
前
の
事
例
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
後
桜
町
天
皇
は
武
家
伝
奏
に
対
し
、
以
下
の
申
し
渡
し
を
行
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）
【
史
料
十
一
】
「
兼
胤
記
　
三
十
九
」
明
和
五
年
二
月
二
十
七
日
条
一
両
人
（
武
家
伝
奏
広
橋
兼
胤
・
姉
小
路
公
文
）
召
御
前
勅
言
云
、
摂
政
（
近
衛
内
前
）
多
年
之
当
職
自
践
詐
之
節
、
摂
政
之
勤
労
茂
有
之
二
付
、
被
任
太
政
大
臣
度
思
召
、
東
宮
御
元
服
も
被
仰
出
候
ハ
ン
、
御
加
冠
に
被
仰
出
候
間
、
右
之
通
二
思
召
候
、
関
東
へ
宜
御
内
慮
可
申
達
被
仰
出
、
両
人
畏
奉
退
了
、
　
近
衛
内
前
に
対
し
て
、
多
年
に
渡
り
摂
政
・
関
白
を
勤
め
て
き
た
こ
と
へ
の
功
労
、
ま
た
来
年
の
東
宮
元
服
の
際
に
加
冠
役
を
勤
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
、
太
政
大
臣
に
補
任
し
た
い
と
の
後
桜
町
の
意
向
が
武
家
伝
奏
両
名
に
示
さ
れ
、
幕
府
へ
「
御
内
慮
」
を
伺
う
よ
う
指
示
を
出
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
内
前
の
場
合
は
、
多
年
に
渡
る
功
労
と
翌
年
に
控
え
た
東
宮
元
服
で
の
加
冠
役
と
い
う
二
つ
の
理
由
か
ら
補
任
さ
せ
る
こ
と
が
朝
廷
内
で
決
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
に
先
立
ち
摂
家
衆
へ
後
桜
町
か
ら
勅
問
が
あ
っ
た
こ
と
が
広
橋
兼
胤
の
日
記
か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
2
）
【
史
料
十
二
】
「
八
塊
御
記
　
二
十
八
」
明
和
五
年
五
月
二
十
五
日
条
　
抑
今
度
御
昇
進
之
事
、
正
月
十
七
日
召
左
大
臣
（
九
条
尚
実
）
右
大
臣
（
鷹
　
司
輔
平
）
前
関
白
（
一
条
道
香
）
有
摂
政
多
年
之
当
職
、
殊
当
今
自
践
詐
　
為
摂
政
被
存
知
万
機
、
有
勲
功
有
勤
労
可
被
任
太
政
大
臣
叡
慮
之
旨
有
勅
、
　
左
右
両
相
被
奏
不
可
有
子
細
之
由
、
前
博
陸
多
年
有
其
望
、
且
為
超
越
之
　
由
、
難
被
申
請
吾
昇
進
之
事
、
当
今
譲
国
之
儀
近
年
也
、
在
位
之
間
可
被
　
賞
叡
慮
也
、
於
前
関
白
者
東
宮
受
禅
之
後
最
可
被
賞
之
由
、
再
三
有
勅
依
　
此
詔
旨
前
関
白
被
畏
申
、
三
公
一
等
被
応
叡
慮
了
　
こ
こ
で
は
摂
家
衆
に
対
し
て
、
内
前
を
太
政
大
臣
に
補
任
す
る
こ
と
へ
の
承
諾
を
得
て
い
る
事
が
わ
か
る
。
そ
の
中
で
、
一
条
道
香
が
長
年
に
渡
っ
て
太
政
大
臣
を
望
ん
で
き
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
内
前
を
「
超
越
」
し
て
し
ま
う
た
め
、
申
請
す
る
こ
と
が
難
し
く
補
任
が
叶
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
延
享
の
兼
香
の
事
例
で
は
、
当
時
の
関
白
道
香
を
兼
香
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）
が
「
超
越
」
し
て
お
り
、
そ
の
先
例
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
一
条
道
香
が
補
任
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
「
超
越
」
が
理
由
と
い
う
よ
り
も
後
桜
町
天
皇
の
意
向
、
も
し
く
は
幕
府
側
の
承
諾
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
　
内
前
は
明
和
五
年
五
月
二
十
五
日
に
太
政
大
臣
に
補
任
さ
れ
、
享
保
十
八
年
の
新
し
く
作
ら
れ
た
先
例
に
倣
い
、
同
年
の
八
月
九
日
に
英
仁
（
後
の
後
桃
園
天
皇
）
の
加
冠
役
を
勤
め
た
。
こ
れ
に
対
し
野
宮
定
晴
は
次
の
よ
う
な
意
見
を
日
記
に
記
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）
【
史
料
十
三
】
「
定
晴
卿
記
　
二
十
五
」
明
和
五
年
八
月
九
日
条
　
是
日
儲
皇
（
後
の
後
桃
園
天
皇
）
御
元
服
日
也
、
（
中
略
）
次
御
冠
儀
、
加
　
冠
摂
政
太
政
大
臣
、
理
髪
春
宮
大
夫
、
（
中
略
）
抑
青
關
御
冠
儀
、
相
国
為
　
加
冠
事
太
誤
也
、
蒼
例
皆
傅
為
加
冠
、
貞
和
崇
光
院
御
元
服
日
関
白
良
基
　
公
兼
伝
之
人
也
役
之
、
拠
件
例
貞
享
度
関
白
冬
経
公
加
冠
、
是
見
誤
貞
和
　
例
者
也
、
享
保
度
家
久
公
追
覆
轍
、
剰
任
相
国
、
全
如
天
皇
御
元
服
、
可
一67一
　
謂
重
失
錯
、
今
度
不
改
之
猶
随
享
保
例
、
傅
大
臣
（
鷹
司
輔
平
）
錐
出
仕
　
唯
候
御
裾
而
巳
、
捨
多
分
之
蒼
規
、
守
近
例
＝
乏
覆
轍
、
最
非
礼
也
、
　
定
晴
は
東
宮
元
服
で
太
政
大
臣
が
加
冠
役
を
勤
め
る
事
は
大
き
な
誤
り
で
あ
り
、
「
覆
轍
」
を
踏
襲
し
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
天
皇
の
元
服
の
時
と
変
わ
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
重
大
な
失
錯
で
あ
る
と
嘆
き
、
多
く
あ
る
旧
例
を
用
い
ず
に
、
少
し
の
近
例
を
守
る
こ
と
に
対
し
「
最
非
礼
」
と
断
じ
て
い
る
。
こ
の
野
宮
の
意
見
の
よ
う
に
、
東
宮
元
服
に
お
け
る
太
政
大
臣
の
加
冠
に
対
し
て
、
公
家
内
部
に
も
批
判
が
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
三
　
加
冠
を
伴
わ
な
い
補
任
　
本
章
に
お
い
て
は
、
天
皇
及
び
東
宮
の
元
服
加
冠
役
と
は
関
係
な
く
補
任
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
検
討
を
お
こ
な
う
。
1
　
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
近
衛
内
前
の
事
例
　
近
衛
内
前
は
明
和
五
年
に
も
一
度
太
政
大
臣
へ
補
任
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
三
年
後
の
明
和
八
年
に
還
任
の
件
が
持
ち
上
が
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
併
せ
て
同
じ
年
に
幕
府
へ
願
い
が
出
さ
れ
た
近
衛
家
の
家
領
加
増
の
件
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い
。
【
史
料
十
四
】
「
兼
胤
記
　
四
十
八
」
明
和
八
年
十
一
月
五
日
条
　
一
　
大
炊
頭
（
京
都
所
司
代
土
井
大
炊
頭
利
里
）
申
摂
政
殿
御
加
増
一
件
　
　
　
之
事
、
関
東
江
掛
合
返
答
も
有
之
二
付
、
示
聞
心
覚
之
書
付
渡
之
、
摂
政
殿
事
御
三
代
之
当
職
二
而
格
別
之
勤
労
茂
有
之
候
事
故
、
御
加
増
之
御
沙
汰
被
為
在
度
段
　
御
内
慮
可
被
仰
進
哉
、
先
達
而
先
被
及
御
内
談
候
処
、
一
旦
御
加
増
茂
有
之
、
何
レ
ニ
御
加
増
与
申
儀
不
容
易
事
二
候
得
者
、
難
及
言
上
様
存
候
、
且
宝
暦
⊥
ハ
子
年
関
白
殿
へ
心
附
之
儀
御
内
慮
被
仰
進
候
節
之
趣
茂
有
之
可
難
成
存
候
二
付
、
御
加
増
二
て
無
之
、
何
被
遣
物
二
而
茂
有
之
候
様
被
遊
度
　
御
内
慮
之
儀
二
候
ハ
ぐ
、
品
に
よ
り
言
上
茂
可
相
成
哉
之
趣
先
達
而
申
入
候
、
然
処
此
節
御
内
々
思
召
之
趣
被
仰
出
候
者
、
年
寄
共
よ
り
申
来
趣
被
聞
召
候
、
併
厚
思
召
之
事
候
間
、
何
卒
及
言
上
、
何
レ
共
思
召
之
趣
被
　
仰
進
候
様
二
者
相
成
間
敷
哉
、
私
迄
茂
及
御
内
談
候
様
御
沙
汰
候
様
加
了
簡
及
言
上
、
御
返
答
有
之
候
様
宜
取
斗
旨
、
呉
ン
御
内
々
御
沙
汰
二
候
由
、
被
仰
聞
候
段
二
重
キ
思
召
之
　
御
内
慮
之
儀
茂
候
二
付
、
右
之
段
関
東
江
相
達
、
内
々
達
　
御
聴
御
内
意
を
茂
相
伺
候
処
、
御
代
々
彼
是
御
規
定
等
茂
有
之
儀
二
候
得
ハ
、
表
立
被
　
仰
進
候
時
者
御
挨
拶
等
茂
難
被
遊
様
二
被
　
仰
出
候
、
右
之
通
二
候
得
者
御
内
慮
被
　
仰
進
候
而
者
、
甚
御
挨
拶
御
難
渋
可
被
営
哉
与
存
候
、
右
之
趣
御
両
人
迄
可
然
様
御
内
談
申
入
後
加
増
御
内
意
御
沙
汰
之
儀
ハ
何
分
不
被
仰
進
方
二
致
度
存
候
旨
、
然
共
兎
角
御
内
慮
被
仰
進
候
御
沙
汰
二
茂
相
成
段
被
　
仰
進
候
而
茂
連
茂
御
内
意
之
通
御
返
答
者
被
　
仰
出
間
敷
与
存
候
由
、
是
等
之
趣
御
内
々
可
申
達
旨
申
越
候
事
、
一68一
　
摂
政
で
あ
る
近
衛
内
前
が
三
代
（
桃
園
・
後
桜
町
・
後
桃
園
）
に
渡
っ
て
、
摂
関
を
勤
め
て
き
て
、
格
別
の
勤
労
も
あ
る
た
め
、
朝
廷
側
か
ら
加
増
願
い
の
伺
い
が
出
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
所
司
代
は
宝
暦
六
年
　
　
（
2
7
）
の
心
付
の
件
も
あ
る
た
め
、
老
中
へ
「
御
内
慮
」
伺
い
を
出
し
て
も
認
め
ら
れ
る
の
は
困
難
で
あ
る
と
述
べ
、
結
果
こ
の
加
増
願
い
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
　
こ
の
家
領
加
増
願
い
の
返
答
が
幕
府
側
か
ら
届
い
た
同
日
に
、
内
前
に
対
し
還
任
太
政
大
臣
の
仰
せ
が
出
さ
れ
て
い
る
。
【
史
料
十
五
】
「
兼
胤
記
　
四
十
八
」
明
和
八
年
十
一
月
五
日
条
一一
大
典
侍
被
申
摂
政
殿
事
大
嘗
会
両
度
当
職
之
儀
二
茂
候
間
、
乍
事
重
　
　
　
儀
、
還
任
太
政
大
臣
被
仰
出
被
思
召
之
趣
関
東
へ
御
内
意
可
申
達
、
先
一
列
江
此
段
被
　
仰
下
之
由
、
左
府
（
九
条
尚
実
）
へ
両
人
参
旨
申
入
、
右
内
両
府
（
鷹
司
輔
平
・
一
条
輝
良
）
へ
被
伝
之
旨
承
知
之
段
明
日
可
申
上
之
由
也
両
人
向
左
府
邸
、
見
参
申
伝
仰
之
儀
、
無
所
存
旨
左
府
も
可
畏
存
之
由
也
、
右
府
服
者
故
、
左
府
よ
り
内
府
へ
被
伝
、
内
府
よ
り
右
府
へ
被
伝
、
無
所
存
之
由
沓
状
被
仰
聞
、
内
府
承
知
之
段
翌
⊥
ハ
日
一
封
左
府
よ
り
被
走
越
了
　
こ
こ
で
は
後
桃
園
天
皇
か
ら
直
前
に
控
え
た
大
嘗
会
の
前
に
内
前
を
太
政
大
臣
に
還
任
さ
せ
た
い
と
の
意
向
が
武
家
伝
奏
に
示
さ
れ
、
幕
府
側
へ
通
達
す
る
前
に
左
大
臣
・
右
大
臣
・
内
大
臣
へ
了
解
を
得
て
い
る
。
了
解
が
得
ら
れ
た
後
、
幕
府
側
へ
内
前
の
還
任
の
御
内
慮
伺
い
が
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
【
史
料
十
六
】
「
兼
胤
記
　
四
十
八
」
明
和
八
年
十
一
月
七
日
条
　
一
　
巳
刻
両
人
同
伴
大
炊
頭
役
宅
、
御
内
慮
之
趣
申
達
　
　
　
近
衛
摂
政
事
明
和
元
年
度
此
度
当
職
二
而
大
嘗
会
之
御
用
両
度
互
相
　
　
　
勤
候
例
茂
有
之
儀
二
候
間
、
還
任
太
政
大
臣
可
被
　
仰
出
被
　
思
召
　
　
　
候
、
当
時
三
公
之
中
右
大
臣
服
者
二
而
、
御
用
不
被
相
勤
、
御
無
人
　
　
　
二
茂
有
之
、
其
上
大
礼
之
節
御
錺
二
茂
相
成
候
間
、
労
還
任
被
　
仰
　
　
　
出
度
被
思
召
候
儀
二
而
ハ
無
之
、
後
例
ニ
ハ
不
相
成
、
此
段
格
別
之
　
　
　
思
召
を
以
被
　
仰
出
候
間
、
被
思
召
候
、
　
　
　
主
上
仙
洞
御
内
意
之
趣
関
東
江
宜
被
申
入
候
事
　
こ
こ
で
は
右
大
臣
で
あ
る
鷹
司
輔
平
が
服
喪
に
よ
り
、
大
嘗
会
で
の
御
用
が
勤
め
ら
れ
な
い
た
め
、
大
臣
が
勤
め
る
内
弁
を
勤
め
て
も
ら
う
た
め
に
近
衛
内
前
を
太
政
大
臣
に
還
任
さ
せ
た
い
。
ま
た
今
回
は
あ
く
ま
で
特
例
で
あ
り
、
後
例
と
は
し
な
い
事
な
ど
が
所
司
代
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
幕
府
か
ら
許
可
が
お
り
、
内
前
は
明
和
八
年
十
一
月
十
五
日
に
太
政
大
臣
へ
還
　
（
2
8
）
任
す
る
。
　
こ
う
し
て
内
前
は
太
政
大
臣
へ
の
還
任
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
還
任
理
由
に
は
大
嘗
会
で
の
内
弁
の
奉
仕
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
先
に
述
べ
た
家
領
加
増
願
い
が
幕
府
側
へ
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
一
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
ま
た
そ
の
還
任
に
は
後
桃
園
天
皇
、
後
桜
町
院
両
方
の
強
い
意
向
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
2
　
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
鷹
司
政
通
の
事
例
　
最
後
に
鷹
司
政
通
の
補
任
に
つ
い
て
若
干
で
は
あ
る
が
、
述
べ
て
お
き
た
一69一
い
。
政
通
補
任
の
記
事
は
当
時
武
家
伝
奏
で
あ
っ
た
日
野
資
愛
の
日
記
に
そ
の
補
任
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）
【
史
料
十
七
】
「
公
武
御
用
日
記
　
日
野
資
愛
卿
記
　
十
一
」
天
保
十
三
年
七
月
二
十
六
日
条
一
其
後
両
人
（
武
家
伝
奏
徳
大
寺
実
堅
・
日
野
資
愛
）
又
召
　
御
前
、
関
白
（
鷹
司
政
通
）
儀
万
端
行
届
、
精
勤
多
年
勤
労
等
二
付
麗
㈱
鹸
之
・
太
政
大
臣
可
被
　
宣
下
来
月
可
被
任
之
間
、
日
時
可
被
伺
、
右
　
御
内
意
可
申
入
、
議
奏
へ
も
可
申
伝
有
　
仰
、
以
児
召
議
奏
、
即
五
卿
被
参
、
同
役
よ
り
　
仰
之
旨
被
伝
之
、
此
後
両
人
渡
干
西
、
両
役
位
次
二
候
、
可
召
関
白
　
仰
、
議
奏
当
番
坊
城
被
奉
被
伝
召
関
白
殿
参
進
、
　
こ
こ
で
は
政
通
の
こ
れ
ま
で
の
精
勤
や
勤
労
に
報
い
て
の
補
任
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
政
通
へ
の
恩
典
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
お
わ
り
に
　
近
世
に
お
け
る
太
政
大
臣
補
任
の
契
機
は
、
天
皇
加
冠
役
に
伴
う
も
の
が
二
例
、
東
宮
・
儲
君
元
服
に
伴
う
補
任
が
三
例
、
そ
れ
以
外
の
補
任
が
二
例
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
も
基
熈
の
補
任
は
、
初
め
か
ら
加
冠
を
お
こ
な
う
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
基
熈
の
補
任
は
、
功
労
に
報
い
る
と
い
う
側
面
が
大
き
く
、
政
通
の
事
例
と
ほ
ぼ
同
じ
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
宝
永
期
の
東
山
、
享
保
十
八
年
の
中
御
門
、
延
享
期
の
兼
香
、
明
和
期
の
後
桜
町
院
な
ど
、
そ
の
補
任
に
は
当
時
の
天
皇
・
院
の
意
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
天
皇
や
院
が
主
導
的
な
役
割
を
果
た
し
た
か
ら
こ
そ
の
補
任
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
こ
の
よ
う
な
補
任
は
、
決
し
て
朝
廷
内
だ
け
で
決
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
当
然
幕
府
の
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
史
料
上
に
も
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
幕
府
側
へ
の
「
御
内
慮
」
伺
い
を
経
て
、
幕
府
が
そ
れ
に
許
可
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
与
え
る
こ
と
に
よ
り
、
は
じ
め
て
太
政
大
臣
へ
の
補
任
も
可
能
と
な
る
。
い
か
に
天
皇
や
院
の
意
向
が
強
く
働
い
た
と
し
て
も
、
幕
府
側
の
許
可
が
出
な
い
限
り
、
そ
の
補
任
は
叶
わ
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
　
最
後
に
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
稿
で
検
討
し
た
七
名
は
幕
府
側
の
許
可
が
得
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
幕
府
側
の
許
可
を
得
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
物
も
居
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。
今
後
は
幕
府
の
許
可
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
物
な
ど
も
考
察
の
対
象
に
い
れ
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
恵
仁
（
後
の
仁
孝
天
皇
）
以
後
の
元
服
に
お
い
て
は
、
従
来
の
先
例
で
あ
る
東
宮
傅
が
加
冠
役
を
勤
め
、
新
例
で
あ
る
太
政
大
臣
の
加
冠
で
は
な
い
。
ま
た
統
仁
（
後
の
孝
明
天
皇
）
の
際
に
は
、
太
政
大
臣
と
し
て
鷹
司
政
通
が
居
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
や
は
り
東
宮
傅
が
加
冠
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
恵
仁
以
後
の
元
服
に
お
い
て
朝
廷
内
で
の
先
例
の
扱
い
が
変
化
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
当
該
機
の
朝
廷
内
の
動
向
を
視
野
に
入
れ
て
、
こ
の
変
化
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
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（
1
）
本
稿
で
は
あ
く
ま
で
朝
廷
内
で
補
任
さ
れ
た
人
物
の
み
を
対
象
と
し
、
豊
　
　
臣
秀
吉
、
徳
川
家
康
、
秀
忠
、
家
斉
な
ど
武
家
の
太
政
大
臣
に
つ
い
て
は
別
　
　
稿
を
期
し
た
い
。
（
2
）
橋
本
義
彦
「
太
政
大
臣
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
四
一
〇
号
、
一
九
　
　
八
二
年
）
。
（
3
）
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
、
青
木
和
夫
執
筆
。
本
稿
で
は
第
二
版
を
使
用
し
た
。
（
4
）
尚
、
清
華
家
も
太
政
大
臣
に
補
任
さ
れ
る
家
格
で
あ
る
が
、
近
世
に
お
い
　
　
て
そ
の
例
は
な
か
っ
た
。
（
5
）
　
摂
家
の
三
公
、
摂
関
任
官
に
つ
い
て
は
高
埜
利
彦
「
「
禁
中
並
公
家
諸
法
　
　
度
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
－
公
家
の
家
格
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
学
習
院
大
　
　
学
史
料
館
紀
要
』
第
五
号
、
一
九
八
九
年
）
、
ま
た
准
三
后
の
席
次
の
変
遷
　
　
を
明
ら
か
に
し
た
石
川
和
外
「
近
世
准
三
后
考
－
席
次
規
定
の
変
遷
を
中
　
　
心
に
l
」
（
『
日
本
歴
史
』
第
六
二
五
号
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
6
）
以
下
の
記
述
は
『
皇
室
制
度
史
料
　
儀
制
　
成
年
式
一
』
（
吉
川
弘
文
館
、
　
　
二
〇
〇
三
）
及
び
『
皇
室
制
度
史
料
　
儀
制
　
成
年
式
二
』
（
吉
川
弘
文
館
、
　
　
二
〇
〇
七
）
を
参
考
に
し
た
。
（
7
）
霊
元
天
皇
に
よ
る
朝
廷
運
営
に
つ
い
て
は
、
高
埜
利
彦
「
江
戸
幕
府
の
朝
　
　
廷
支
配
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
一
九
、
一
九
八
九
年
）
、
米
田
雄
介
「
朝
儀
　
　
の
再
興
」
（
辻
達
也
編
『
日
本
の
近
世
　
二
　
天
皇
と
将
軍
』
中
央
公
論
社
、
　
　
一
九
九
一
年
）
、
高
埜
利
彦
『
日
本
の
歴
史
　
十
三
　
元
禄
・
享
保
の
時
代
』
　
　
（
集
英
社
、
一
九
九
二
年
）
、
久
保
貴
子
「
天
和
・
貞
享
期
の
朝
廷
と
幕
府
ー
　
　
霊
元
天
皇
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
　
別
　
　
冊
十
四
集
　
哲
学
・
史
学
編
』
一
九
八
八
年
）
、
同
「
元
禄
期
の
朝
廷
」
（
『
日
　
　
本
歴
史
』
五
二
〇
、
一
九
九
一
年
）
、
同
「
宝
永
・
正
徳
期
の
朝
廷
と
幕
府
」
　
　
（
『
日
本
歴
史
』
五
三
八
、
一
九
九
三
年
）
、
後
改
稿
し
て
同
著
『
近
世
の
朝
　
　
廷
運
営
』
（
岩
田
書
院
、
一
九
九
八
年
所
収
）
な
ど
に
詳
し
い
。
（
8
）
「
基
熈
公
記
　
⊥
ハ
十
三
」
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
）
宝
永
⊥
ハ
　
　
年
三
月
廿
五
日
条
。
（
9
）
近
衛
前
久
は
、
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
二
月
二
日
に
補
任
さ
れ
、
同
年
　
　
五
月
に
辞
任
し
て
い
る
。
前
久
の
補
任
も
近
衛
植
家
以
来
お
よ
そ
五
十
年
ぶ
　
　
り
の
事
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
史
料
上
の
制
約
も
あ
り
、
瑚
稿
に
て
検
討
を
　
　
加
え
た
い
。
（
1
0
）
実
際
に
武
家
で
加
冠
を
勤
め
た
人
物
は
存
在
し
な
い
（
『
皇
室
制
度
史
料
　
　
　
儀
制
一
　
成
年
式
』
参
照
）
。
（
1
1
）
「
基
熈
公
記
　
六
十
四
」
宝
永
六
年
十
一
月
一
日
条
。
（
1
2
）
「
基
長
卿
記
　
二
十
」
宝
永
八
年
正
月
一
日
条
（
『
皇
室
制
度
史
料
　
儀
制
　
　
一
　
成
年
式
』
）
。
（
1
3
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
（
1
4
）
こ
う
し
た
近
衛
家
へ
の
兼
香
の
対
抗
意
識
は
、
山
口
和
夫
氏
に
よ
り
指
摘
　
　
さ
れ
て
い
る
（
山
口
和
夫
「
近
世
の
朝
廷
・
幕
府
体
制
と
天
皇
・
院
・
摂
家
」
　
　
（
大
津
透
編
『
王
権
を
考
え
る
ー
前
近
代
の
日
本
の
天
皇
と
権
力
1
』
山
川
　
　
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
所
収
）
。
（
1
5
）
貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
の
元
服
式
は
、
貞
和
四
年
（
＝
二
四
八
）
興
仁
　
　
親
王
（
後
の
崇
光
天
皇
）
の
元
服
式
で
、
二
条
良
基
が
関
白
と
し
て
加
冠
を
一71一
　
　
勤
め
た
こ
と
を
先
例
と
し
て
い
る
。
た
だ
今
回
の
享
保
の
事
例
と
違
い
、
良
　
　
基
は
東
宮
傅
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
こ
の
貞
和
の
事
例
は
霊
元
天
皇
が
立
太
子
　
　
冊
立
を
復
興
さ
せ
た
東
山
天
皇
元
服
式
の
直
前
の
事
例
と
も
な
る
（
『
皇
室
　
　
制
度
史
料
　
儀
制
　
成
年
式
二
』
参
照
）
。
（
1
6
）
「
兼
香
公
記
一
二
六
」
享
保
十
七
年
十
一
月
二
十
六
日
条
。
（
1
7
）
松
澤
克
行
「
近
世
の
家
礼
に
つ
い
て
」
（
『
日
本
史
研
究
』
三
八
七
、
一
九
　
　
九
四
年
）
。
（
1
8
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
（
1
9
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
当
時
難
波
宗
建
は
議
奏
で
あ
っ
た
。
（
2
0
）
承
平
七
年
（
九
三
七
）
正
月
四
日
に
、
太
政
大
臣
藤
原
忠
平
が
節
会
の
日
　
　
に
抜
か
ら
昇
殿
す
る
こ
と
を
聴
さ
れ
て
い
る
（
『
大
日
本
史
料
　
第
「
編
之
　
　
七
』
（
東
京
帝
国
大
学
文
学
部
史
料
編
纂
所
、
一
九
三
一
年
）
）
。
こ
こ
で
の
　
　
宣
旨
と
は
、
こ
の
時
の
も
の
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
2
1
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
（
2
2
）
『
通
兄
公
記
　
八
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
二
〇
〇
二
年
）
延
享
四
年
三
　
　
月
十
五
日
条
。
（
2
3
）
　
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
（
2
4
）
　
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
。
（
2
5
）
『
国
史
大
系
　
公
卿
補
任
　
第
四
編
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
二
年
）
延
　
　
享
三
年
の
記
載
で
も
、
一
条
兼
香
は
太
政
大
臣
を
補
任
し
た
事
に
よ
り
、
一
　
　
条
道
香
よ
り
も
前
に
記
載
が
さ
れ
て
い
る
。
（
2
6
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
。
（
2
7
）
宝
暦
六
年
の
心
付
と
は
、
宝
暦
六
年
当
時
の
関
白
一
条
道
香
に
対
し
、
幕
　
　
府
へ
「
心
付
」
を
要
望
す
る
一
連
の
一
件
で
あ
る
。
本
稿
と
直
接
関
わ
り
が
　
　
な
い
た
め
詳
細
は
別
稿
を
期
し
た
い
。
尚
、
幕
府
と
の
詳
細
な
や
り
と
り
は
　
　
『
大
日
本
近
世
史
料
　
広
橋
兼
胤
公
武
御
用
日
記
　
七
』
（
東
京
大
学
出
版
　
　
会
、
二
〇
〇
四
年
）
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
（
2
8
）
尚
、
十
一
月
十
九
日
～
二
十
一
日
に
挙
行
さ
れ
た
大
嘗
会
で
は
、
内
前
が
　
　
辰
日
の
内
弁
を
勤
め
、
内
大
臣
一
条
輝
良
が
巳
日
の
内
弁
、
左
大
臣
九
条
尚
　
　
実
は
大
嘗
会
前
行
を
勤
め
て
い
る
。
（
2
9
）
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
。
（
3
0
）
大
会
当
日
、
村
和
明
氏
、
山
口
和
夫
氏
か
ら
ご
指
摘
い
た
だ
い
た
。
ま
た
　
　
山
口
和
夫
「
朝
廷
と
公
家
社
会
」
（
『
日
本
史
講
座
　
第
6
巻
　
近
世
社
会
論
』
　
　
（
東
京
大
学
出
版
会
、
2
0
0
5
年
）
所
収
）
に
て
「
内
慮
」
伺
い
の
定
着
　
　
に
つ
い
て
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
（
附
記
）
本
稿
は
二
〇
〇
八
年
九
月
十
四
日
に
行
わ
れ
た
「
近
世
の
天
皇
・
　
　
　
朝
廷
研
究
第
二
回
大
会
」
で
「
近
世
朝
廷
に
お
け
る
太
政
大
臣
任
官
の
意
義
」
と
題
し
て
お
こ
な
っ
た
報
告
を
当
日
頂
い
た
御
意
見
や
御
批
判
を
踏
ま
え
て
加
筆
・
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
御
意
見
・
御
批
判
を
頂
い
た
方
に
は
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
司
会
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た
山
口
和
夫
氏
か
ら
は
多
く
の
ご
意
見
・
ご
批
判
を
準
備
報
告
段
階
か
ら
頂
き
ま
し
た
。
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
学
習
院
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
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